
(問題４の続き）

問２次の文章を読み，以下の設問（１）一（４）に答えよ。

水分子はおよそ105度の結合角で二つの水素が酸素と結合している。その際,水素が

正の電荷を帯び，酸素が負の電荷を帯びているため，異なる水分子の水素と酸素間で

引き付け合う。この力による結合を水素結合と呼ぶ。水素結合の力は水分子内の水素

と酸素の結合力のおよそ1/１６に過ぎないが，水の適度に折れ曲がった構造と適度な強

さの水素結合により，様々な異常とも言える水特有の性質がもたらされている。例え

ば,蒸発熱は全ての分子の中で最も大きく、比熱,融解熱はアンモニアの次に大きい。

融点と沸点は周期表の同族の元素の組み合わせから予想される値よりも異常に大きい。

また，液体の水は固体の氷より比重が大きく，４℃で最大となる。水分子の折れ曲がり

が分極をもたらし，多くのイオンの溶媒としての優れた性質をもたらしている。

（１）水分子のH-O-Hの結合角は90度（直角）でも，180度（直線）でもない。正

四面体の二つの頂点と中心となす角，およそ109度よりも小さい。これについ

て，結合電子の軌道を考慮して100字程度で説明せよ。

（２）水分子が氷になる時，水分子中の酸素原子は正四面体の中心と四つの正四面

体の頂点になるように配置する。氷と氷を強く押しつけると接着する“復氷，，

という現象について,そのメカニズムを分子の配置の変化に着目して説明せよ。

（３）もしも,水分子のH-O-Hの結合角が105度ではなく，109度であるとすると，

水の融点はどう変わるであろうか｡Ｏ－Ｈ間の距離が変わらないとして答えよ。

（４）塩酸溶液と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜると，体積が増加する。考えられ

る原因を挙げよ。

問３カドミウムの水への溶解について考えよう。溶解度積（[Cd野]×[OH-]2）を

１０r'‘ｍｏｌ３ｄｍ~，とし，以下の設問（１）一（３）に答えよ。

（１）カドミウムはCd2+として溶解すると仮定して，ｐＨ１０で溶解するカドミウムの

濃度（moldm-3）はいくらか。

（２）一方,水溶液中のカドミウムイオンは次式の酸解離反応により化学種が変化す

る。ただしＫａは酸解離定数である。

Cd2+＋Ｈ２０＝CdOH+＋ｒＫａ＝10-8

ｐＨをｘ軸に，カドミウムの化学種の比（[CdOHW[Cd2+]）をｙ軸にとり，ｐＨ７
から９の範囲で，両者の関係をグラフに表わせ。

（３）カドミウムはCdz+の他にCdOH+としても溶解することを考慮してbpH10で溶

解するカドミウムの濃度（moldm-3）を求めよ。
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